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２０１５年８月号 

（本月報は報道等の公開情報を当館が取りまとめたものです）          在ポルトガル日本国大使館 

 

【主要ニュース】 

● ［内政］ユーロソンダージェン社による世論調査（7日） 

●［外交］ギニアビサウ情勢に対する外務省声明（13日） 

●［経済］２０１５年第２四半期の雇用統計（5日） 

内政

●ユーロソンダージェン社による世論調査（7日） 

 週刊「エスプレッソ」紙によると，ユーロソンダー

ジェン社による世論調査（実施期間7月29～8月4日）

での政党別支持率は，最大野党の社会党（PS）が，前

月から０．４ポイント減の３６．３％，連立与党が前

月より０．２ポイント増の３４．８％であった。 

【政党別支持率（%）】（直近3か月の支持率推移） 

 6月 7月 8月 

社会党（PS） 36.9 36.7 36.3 

連立与党（PSD+CDS） 33.3 34.6 34.8 

統一民主連合（CDU） 10.5 10.2 10 

左翼連合（BE） 4.5 4.8 5 

共和国民主党（RDP）** 2.7 2.5 2.3 

自由の党（PL）** 2.0 1.9 1.7 

**ＲＤＰ及びＰＬは共和国議会で議席を有していない。 

外交 

●ギニアビサウ情勢に関する外務省声明（13日） 

 ポルトガル政府は，ギニアビサウにおけるヴァス大

統領による内閣の罷免につき，同国内の様々な政治主

体及び市民社会や国際社会からの訴えがあったにも拘

わらず体制上の危機を悪化させる事態となったとして，

深い遺憾の意を表明した。（注：ギニアビサウでは2012

年のクーデター後国内情勢が悪化，その後国連や EU

等国際社会の支援の下 2014 年に民主的な方法で選挙

が実施され憲法秩序が回復，民主的統治の確立や経済

再建に向けた取り組みが続く中でヴァス大統領によっ

てペレイラ首相が罷免される事態となった。） 

経済 

●２０１５年第２四半期の雇用統計（5日） 

 国立統計院（INE）は，２０１５年第２四半期の雇用

統計を発表し，失業率は１１．９％（前期比1.8ポイ

ント減，前年同期比2.0ポイント減），失業者数は６

２万４００人であった。また若年失業率（15～24 歳）

は２９．８％（前期比4.6ポイント減，前年同期比5.8

ポイント減），若年失業者数は１０万４７００人であ

った。 

失業関連データの推移は以下のとおり。 

 2014/Q4 2015/Q1 2015/Q2 

失業者数 698.3 712.9 620.4 

 若年層 125.6 127.0 104.7 

失業率（％） 13.5 13.7 11.9 

 若年層 34.0 34.4 29.8 

（注）失業者数の単位（千人） 

●６月の貿易収支（財）（10日） 

 国立統計院（INE）は，２０１５年６月の貿易収支（財）

について，輸出４５億７２００万ユーロ（前年同月比

9.0%増），輸入５３億１３００万ユーロ（同 5.4%増）

であった旨，また，直近３か月（4～6月）については，

輸出１３０億７８８０万ユーロ（前年同期比7.4%増），
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輸入１５８億７２９０万ユーロ（同9.0%増）で，貿易

収支▲２７億９４２０万ユーロとなっている旨発表し

た。直近３か月間における輸出入の主な品目別伸び率

（前年同月比）は，以下のとおり。 

輸出品目別：燃料・潤滑剤（+26.3%） 

輸入品目別：輸送機器関連品（+20.4%） 

［直近３か月の貿易収支推移］ 

 4月 5月 6月 合計 

輸出額 4272 4235 4572 13078 

前年同月比 9.9% 3.6% 9.0% 7.4% 

輸入額 5249 5311 5313 15872 

前年同月比 16.0% 6.1% 5.4% 9.0% 

貿易収支 ▲977 ▲1076 ▲741 ▲2794.2 

（注）輸出入及び貿易収支額の単位は百万ユーロ。 

●２０１５年第２四半期のＧＤＰ成長率（速報値） 

（14日） 

 国立統計院（INE）は，２０１５年第２四半期のＧＤ

Ｐ成長率（速報値）について，前年同期比１．５％，

前期比０．４％のプラス成長であったと発表した。 

●短期国債の発行（19日） 

 ポルトガル国庫公債管理庁（IGCP）は，３か月物及

び１１か月物短期国債の入札を実施し，発行予定額（合

わせて7.5～10億ユーロ）を上回る合計１１．５億ユ

ーロを調達した。３か月物の落札額は４億ユーロ，落

札平均利回りは－０．０１３％，応札倍率は３．１倍

であった。また，１１か月物の落札額は７．５億ユー

ロ，落札平均利回りは０．０２１％，応札倍率は 

２．０倍であった。 

●２０１５年第２四半期の公的債務残高対ＧＤＰ比 

（20日） 

 ポルトガル銀行は，２０１５年第２四半期における

公的債務残高の対ＧＤＰ比は１２８．９％であると発

表した。 

●２０１５年１～７月の予算執行状況（財政赤字） 

（25日） 

 財務省は，２０１５年１～７月の財政赤字について，

５３億７０４０万ユーロ（前年同期より4億2380万ユ

ーロ減）であると発表した。 

社会・その他 

●ポルトガル人の消費傾向（2日） 

ディアリオ・デ・ノティシアス紙は，調査会社Ｎｉ

ｅｌｓｏｎ社の調査を基に，ポルトガルにおける２０

１５年１～７月までの日用消費財の購入額が約４２億

ユーロであり，前年同期比で１．１％増加したと発表

した。乳製品を除く全ての品目で消費が増加しており，

家庭用品，アルコール飲料，非アルコール飲料および

冷凍食品における増加が顕著であった。 

●男女の賃金格差（10日） 

国立統計院（INE）は，２０１５年第２四半期にお

ける男女の平均月収（税引き後）をそれぞれ，９００

ユーロと７５８ユーロであると発表した。その差は１

４２ユーロで，今回の結果ではこれまで縮小していた

差が再び拡大することとなった。また，全体の平均月

収（税引き後）は８２５ユーロで，前年同期比で１３

ユーロ（1.6%増），前期比で1ユーロ，それぞれ上昇し

た。 

●世界に居住するポルトガル人移民の数（18日） 

ディアリオ・デ・ノティシアス紙によると，ポルト

ガル移民監視機関（Observatório da Emigração）が

在外公館の記録を基にした情報を公表，世界２７カ国

に居住するポルトガル人移民の数は前年比で１０万１

０００人増加し，約４０２万２０００人となった。前

年比で増加幅が大きかったのはカナダ（+95,000 人），

ブラジル（+63,000人），南アフリカ（+50,000人），英

国（+41,000人）で，減少したのは，フランス（-127，

000人）やオランダ（-24,000人）など。居住者数全体

では，フランス，ブラジル，スイス，英国，カナダ，

米国の順となっている。 

 

 


